
津市コミュニティバス事業評価検討業務委託について 

 

１ 業務の目的 

津市では、平成 22 年 4 月にコミュニティバスを再編し、新たな運行を行

っていますが、当該事業は、利用状況等に基づき、運行ダイヤやルートをは

じめ、ネットワーク、サービス水準、運行方式等を点検・評価し、改善して

いくことで利便性を向上させ、多くの市民に利用してもらえるものにしてい

く必要があります。本業務は、そうした作業を行うため、津市コミュニティ

バス運行事業の事業評価の検討を行い、津市コミュニティバス事業評価検討

報告書を作成するものです。 

２ 委託期間 

  委託期間は、契約締結日から平成 25 年 3 月 31 日までとします。 

３ 業務内容 

 ⑴ 各地域の公共交通の現状と課題の整理 

 ⑵ 各地域各ルートの運行状況、運行図の整理 

 ⑶ 各地域のルートごとの事業評価シートの作成 

 ＜事業評価シートの構成＞ 

   ①ルートの特徴（役割） ②ルートの課題 ③ルートの概要 

 ④事業評価指標と評価結果 ⑤総評 ⑥改善事項（次年度以降の計画） 

 ⑷ 津市コミュニティバス事業評価検討報告書の作成 

 

【留意事項】 

◇ ルートがどのような使われ方をしているのかを見つけるような、その 

ルートの特徴が評価できるような指標をルートごとにそれぞれ設定する。 

◇ 改善により評価が上がることが見込まれる指標であること。 

◇ 客観性があり、地域住民にとっても受け入れやすい指標であること。 

◇ 総評にあたっては各ルートの目的、役割、機能を明確にして、それらが

果たされているかを検証する。その上で採算性を補完的な視点として見る。 

◇ 採算性を見る評価指標については数値だけが突出しないように文章な

ど他の表現で工夫するとともに、他の評価指標の選択において配慮する。 

◇ ルートを廃止するためだけの事業評価ではなく、路線を可能な限り持続

し ていくために、改善へ向けて活用していくための事業評価とする。 

資料４ 


